
関係規程集一部抜粋 

 

【旅客営業規則】（第 264 条・第 266 条・第 268 条） 

（乗車券の無札及び不正使用の旅客に対する旅客運賃・増運賃の収受） 

第 264 条 旅客が、次の各号の１に該当する場合は、当該旅客の乗車駅からの区間に対する普通旅客運 

賃と、その２倍に相当する額の増運賃とをあわせ収受する。 

(1) 係員の承諾を受けず、乗車券を所持しないで乗車したとき。 

(2) 別に定める場合を除いて、乗車券に入鋏を受けないで乗車したとき。 

(3) 第 167 条の規定によつて無効となる乗車券（偽造の乗車券を含む。）で乗車したとき。 

(4) 乗車券改札の際にその呈示を拒み、又はその取集めの際に引渡しをしないとき。 

(5) 乗車する列車を指定した定期乗車券を使用して指定以外の列車に乗車したとき。 

２ 前項の場合、旅客が、第 167 条第１項第６号の規定により無効となる２以上の普通回数乗車券で乗 

車したときは、当該各普通回数乗車券の券面に表示された区間と区間外とを通じた区間を乗車した 

ものとして計算した前項の規定による旅客運賃及び増運賃を、当該旅客から収受する。 

３ 団体旅客が、その乗車券の券面に表示された事項に違反して乗車した場合は、第４項に該当する 

ときを除き、その全乗車人員について計算した第１項の規定による旅客運賃及び増運賃を、その団 

体申込者から収受する。 

４ 団体旅客が、乗車券面に表示された人員を超過して乗車し、又は小児の人員として大人を乗車さ 

せたときは、第 167 条の規定にかかわらず、その超過人員又は大人だけを、その団体申込者から第 

１項本文の規定による旅客運賃及び増運賃を収受する。 

 

（乗車駅等が不明の場合の旅客運賃・増運賃等の計算方） 

第 266 条 第 264 条の規定により旅客運賃・増運賃を収受する場合において、当該旅客の乗車駅が判明 

しない場合は、その列車の出発駅（出発駅の異なる２個以上の列車を併結運転している場合は、その最

遠の出発駅。また、接続列車のある場合でその接続列車に乗車したことが明らかなときは、その接続列

車の出発駅）から、また、乗車車両が判明しない場合で、その列車に特別車両が連結されているときは、

その特別車両に乗車したものとみなして同条の規定を適用する。 

 

（乗車券類紛失の場合の取扱方） 

 第 268 条 旅客が、旅行開始後、乗車券類を紛失した場合であつて、係員がその事実を認定することが 

できないときは、既に乗車した区間については、第 264 条・第 266 条又は前条の規定による旅客運賃・ 

料金及び増運賃・増料金を、前途の乗車区間については、普通旅客運賃・料金を収受し、また、係員 が

その事実を認定することができるときは、その全乗車区間に対する普通旅客運賃・料金を収受し て、増

運賃及び増料金は収受しない。 

 ２ 前項の場合、旅客は、旅行終了駅において、再収受証明書の交付を請求（未指定特急券以外の指定 

券にあつては、同一列車の場合に限る。また、未指定特急券にあつては、同一列車群の場合に限る。） 

することができる。ただし、定期乗車券又は普通回数乗車券を使用する旅客は、この限りでない。 

 ３ 第１項後段及び前項の規定は、旅客が旅行開始前に、乗車券類（定期乗車券及び普通回数乗車券 

を除く。）を紛失した場合に準用する。 

 

詳しくは JR 九州ホームページ「運送約款」をご覧ください。こちら 

https://www.jrkyushu.co.jp/railway/ticket/rule/transport/


関係法令等（参考） 

 

【鉄道営業法】（第 18 条） 

第十八条 旅客ハ鉄道係員ノ請求アリタルトキハ何時ニテモ乗車券ヲ呈示シ検査ヲ受クヘシ 

② 有効ノ乗車券ヲ所持セス又ハ乗車券ノ検査ヲ拒ミ又ハ取集ノ際之ヲ渡ササル者ハ鉄道運輸規程ノ

定ムル所ニ依リ割増賃金ヲ支払フヘシ 

③ 前項ノ場合ニ於テ乗車停車場不明ナルトキハ其ノ列車ノ出発停車場ヨリ運賃ヲ計算ス乗車等級不

明ナルトキハ其ノ列車ノ最優等級ニ依リ運賃ヲ計算ス 

 

【鉄道運輸規程】（第 19条） 

第 19 条 有効ノ乗車券ヲ所持セズシテ乗車シ又ハ乗車券ノ検査ヲ拒ミ若ハ取集ノ際之ヲ渡サザル 

者ニ対シ鉄道ハ其ノ旅客ガ乗車シタル区間ニ対スル相当運賃及其ノ二倍以内ノ増運賃ヲ請求スル 

コトヲ得 

 

 

 


